
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

羽島市家庭教育支援チーム 

 （呼称：はしま子育て支援チーム） 

  

 

②活動拠点 福祉ふれあい会館 4 階 児童センター 

③活動範囲 市内全域 

④組織体制 

 

   ７ 人 

主任児童民生委員 2 名 スクールソーシャルワーカー 2 名 

地域コーディネーター 1 名  ボランティア ２名 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

馬場 まさ子 

（TEL）090-3447-8082  （E-mail）masakomamasien@yahoo.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

ペアレント・トレーニング開催 

   ・募集方法  児童センターHP 公募 

   ・場所     福祉ふれあい会館 4 階児童センター会議室 

   ・開催期間  月 1 回  全 6 回開催 

   ・託児有    講座開催同室にて託児 

 

岐阜県発達障害者支援センターのペアレント・トレーニング指導者養成研

修をスタッフ 3 名が受講した。 「岐阜県 実践 ペアレント・トレーニング」の

支援者用資料と保護者への配布資料を入手することができた。 

その資料を活用しペアレント・トレーニングを実施した。 

尚昨年度指導者養成講座を受講したスタッフ 2 名はペアレント・トレーニング

「実践向上研修」も同時進行で受講していった。 

 公募だけの保護者だけではなく、子育て支援課からの依頼のあった保護

者に対しても補講を行いながら第 6 回に参加してもらえるように配慮した。 

当日参加できなかった保護者にも、補講を随時行い第 6 回の保護者同士の 

座談会に参加してもらった。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 活動の成果としては参加者の保護者、児童ともペアレント・トレーニングを

学び、家庭で実践することにより親子関係の改善・児童の生活改善をするこ

とができた。 

小学 3 年生の保護者の困り感は親子分離がうまくいかず悩んでいた。 

(保護者・児童とも特性をもっている) 

ペアレント・トレーニングを受講し回が進むごとに具体的な対処の方法を学

び、実践することで効果が得られ、保護者と児童の親子関係が改善され 

自己肯定感が上がっていった。最後の座談会では表情も明るく前向きに子

育てを取り組むことができるようになったので、ペアレント・トレーニングを受

講してよかったと発言された。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


